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無声

台中55号とV,えば､すぐ頭に浮ぶのは台湾ですO台湾

は私達にとって､とてもなじみの漂V,島であり､農業を

勉強している者は誰れでも一度は行って見た.V,島に違vl

ありません｡去った7月に沖縄を立ち,1カ月間にわたっ

て台湾の農業試験場や農家をみて来ました｡台袴の農業

を視察するのは今回がはじめてなので､色Jkな施設を注

意決く見て来ましたが､本誌 (61号)に松田と池原の両

先生もこのことにつV,て書V,ておられるので､記事の重

複をさけ､作物の育種状況につ いて述べます.先ずそ

の基礎的OT･究から紹介すべきでしょうO

育 種 の 基 礎 自勺研 究

基醇的研究は両大学 (台湾大学と中興大学)と省農業

試験場で行なってV,ます｡

台湾大学 (元台北帝大)農学院の育種研究室では､イ

ネ属のゲノム分析､ 大豆の倍数体化､ モロコシの分類

(核学的な)を行っていましたO

台湾大学 のモ ロコシ研究場

省農業試験場 (在台北)では稲の放射線処理とイネ屈

のゲノム分析および栽培稲の祖先を追求してvlるとのこ
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とでしたが､係不在のため､詳細を知ることが出来ませ

んでした｡

中興大学 (旧台中農学院)-行ったときも大豆の育種

的研究で学位をとられた威英権博上にも会えず､最も期

待していたL提文財氏も米国儒学のため台北-出られた後

でした｡

ここで特筆すべきことは､慮博上によって､台湾に怠

ける大豆の育種学的研5,7gがほぼ完成されると共にこれま

であまりかえりみられなかった大豆作が主要作物中の重

要な位置を占めるようになったことですO

張氏は岡博士 (遺伝研)との共同研究で､栽培稲の祖

先を追求しています｡ この研究が完成された暁には､台

湾が学界の脚光を浴びるようになることでしょう｡

水 稲 の 育 種

私が最も注意して見て来た問題です｡

現在の台湾に患V,ては､交雑法ですべての品種が育成さ

れ､選抜にあた っては系統法を使用しているとのことで

した｡耐病性の品種育成には集団育種が良いように思え

るがと質してみたところ､研究程度にしか行なってV,な

V,とのことでしたO

台湾における稲品種の育鍾目標は､沖純や日本 士々と同

様に､収畠が多 くて､耐病性強 く､短秤 (多肥､倒伏難

)､早生の品種だとのことでした｡

これまで達来種が育種母材として使用されて来たが､在

来1号の出現で 在来種にも目をむけるようになったと話

していました｡

台湾在来稲は磯博士 によって研究 されたが､現在の栽

培品種中には在来系の血を払 くものが少なV,ので,育

用な育種 素材になる と思う｡耐病性､特に稲熱病抵抗

性の品種育成 には､口本で は印度塾 品種を外国から導
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上 中興大 学農学 院育種研 究室

中 台中65号を生み出 した開場

下 こ<類 貯蔵J軍 (有無の閏託 で )

入して交雑しているが､台襟には1,000金品縄のtt｣:那

あるので､導入品博に目をむけるよりも､在来を使用し

た方が育種年限をi=豆縮出来よう.その意 味から在火×逢

兼の交雑による青棒弄りの養成研繁がなされていなV,の

は妓念な ことでした0

品確の育成は各県の農業試験場や改良機で行なわれ､

それらの育成品博には育成した機関名が付されてV,ます

(外の作物も稲と同様になっているO)例えば台北番号

は台北農業改良場で育成されたもの､7?農番引よ省農茄

試験場で､fT｢FT番号は台中農業･jk良場でというように･

･･｡ですから品種名を聞くだけで､どこで育成され

たか､すぐに判りますが､最も大切な稲の相性が判らな

いので､7LT中0⊃号はどんな良V,点を持ってV,ますかと

聞き返えさなくてはなりませんし､Jiそのような命名法

では農尺にも授しまれなV,のではないか土思います tT

巾ex)冒.とか成員の 弓とかu:政Ff.tに患●ナる'綻錬だけに

とどめ､詐/Aするときには､その品博の丘1-も秀れた点を

とらえて命rlすべきでしょう

逢水椎を依っての交舵では千㌢湾に瑚 (i:する追lii-fが(.･II

閉しノ上された感がある これを打壊するためには､これ

まであまり印刷さJLなかったlt水師のF.J肌 外国か(I,の

品博の導入と放射線をflJ用して育挿戎材を遵成して行く

必蟹があると思えるo省農業試験場で研究されてvlる放

射線′F'FJ片目こよる6,1T.死か将虎大いに役_Trl:つことだろう

甘燕の 育種

LEl蕪の交配は高雄の甘廉育簡場でやってV,る｡ここで

は台糖全島に最も普及してV,るN.･Co.310と台湾産野生

甘煮とを交配して青侍素材を育碇していた Flはススキ

に良 くにてV.て､すぐ育種母抑こは依田.LH束なV,ように

思えたが,1,2回戻交雑したものでは仲々よV,形質をもっ

たものがみつかってV,るOこれらの母材を使って育#.'さ

れる酌は硯LtE普及してV,るN‥Co.310よりも､すぼらし

い品種がLIJ.来上るだろうO将来に望みのもてる研究です

戦前LLl崎氏らが臼贋 を早生化しようとの目的で､甘煮

とモロコシを交配したが､その方両の研究はとだえたよ

うな感を受 けた｡育種母材とか優良 品博 にすぐにはな



り門なV,に しても､遺伝子の導入には有用 なものと思

われるし､叉変異の巾を大きくしてお くためにも､そ

の稀の研究 は急務だと思う.印度の報告によればモロ

コシを母 材に使った組合せから､早生のもの､つまり

判糖期を2カ月も早め得る素材がみつかってV,るし､H

潔 (ノ＼ワイ育成種)にはモロコシを片親にもつ挺良品種

もある｡

甘燕が早年.化され､製糖期が長くなれば､燕糖の生耗コ

ストが低くなるので､農民の受けるFrJ益も大きV,だろう

育附 芦者のtほ賢は､周年製糖しうる品種の育成だが､こ

の′欝のような許が実現するのはいつの口のことだろうか

抑恥に患V,ても 1931年 (昭llL6年)に西原試験地でtt

燕の交配が行われ､Fl育成に FJqJ力したrl己銀があるO甘

燕品柿の導入だけで､沖靴の腔業を維持するのではなく

を和Tl一種を通して沖純に最も過する品樺をf]:.a.'i',すべき

ではなかろうか - 色々と困難な間越にぶつかるだろう

那 - っそのPt'L階に達すれば台湾の甘煮育樺技術および

桝溌r)uL･が-)(いに役r<r/3ことだろう｡

nネ二がtT袴を統治してV,た帖､ジャワやTl'･i洋などから

多数の野竹 懐 を埠入し､分類した記録がある｡これら

のr)さ物に接したことがなvlので､見たいと通訳にたのみ

込んだが､とうとうその機会をうることが出来なか った

心のこりがしてなりません｡

甘 藷 の 育 種

京菜区農業改良場で甘詔の育秤をしてV,ます｡私はこ

こでは､甘詔の開花'促進法を注意軟く見て淡ました｡甘

詔には交配不稔群が存在する上に品櫛によっては全然開

花しないのもあるからです.遺伝的払優秀な素質をもっ

てV,ても､花が咲かねば交配が行えず､従 って育種母材

として全然役に立たない.そんな制約があるために､不

良な品稀でも開花容易なら母材として使 用してV,たわ

けですo沖純で戦争中までH~詔の交配が大規模に行なわ

れたのにかかわらず､そのようなわけで､優良品稀の生

れるのか､交配秤1･数の割合に比して少な過ぎました｡

鹿児島の指宿 (イブスキ)では開花促進のためにアサ

ガオ (木寸.)とユウガオを使っていますが､接木株が多

軸 こ_r=3'･つてT:lJ糊LL',瀬ないし､文接木イ(挽Fu性も(IIfL:する

ので食品博を開花させるのは無確でしたO;:;/;展では私が

今研究を進めている ｢甘藷に甘諸を接<･方法｣が武験さ

れていました. このノブ法で､甘.洞の開化を促進.lF.来れば

これまでよりも交配が容易になり､優良品種を生み.'F'.す

確率が点くなろう 右題では外火挿J)r卜で令く詔がLH,メモ

で､多最の7Eをつける品博をだV,木にして開化嗣難な品

称を接ぎ､化数を凋べてい生した｡これらの開化促進法

を研究すると同時に外国から野生種と栽培品秤を導入し

て育種母材を養成して行 く必要があろうo (新城長有)

台湾産野生甘煮×N.･Co310

小火のススキ状のものはFl,

その右はBl(涙交雑1｢rlT),

Flの左がB2,

rl･iUタLi珊Dためポ､､′卜にさしてある
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台湾脊椎品締 ×N:Co.310の

交配から選抜された系統


